
県立美術館活性化についての検討計画（案） 
 

１ 趣旨 

   生涯学習審議会への「県立博物館・美術館の今後の在り方について」の諮問に 

対する、第一次答申、第二次答申の審議において、充分な検討が行えなかった 

県立美術館について、県民満足度向上の観点から活性化に係わる検討を行う。 
 

２ 検討の進め方 

    生涯学習審議会県立博物館･美術館部会において検討し、素案を取りまとめ、 

それをもとに生涯学習審議会（親会議）での審議を行う。 

 部会での検討には、必要に応じ、外部の協力員を招聘する。また、部会での 

検討経過は、適宜、親会議へ報告する。 
 

県立博物館･美術館部会委員 
 

・岡部 成行 千葉県PTA連絡協議会長 

・久留島 浩 国立歴史民俗博物館長 

・福田 正明 千葉テレビ放送株式会社顧問 

・二村 好美 匝瑳市教育委員会教育長（部会長）      （50音順敬称略） 

 

３ 県立博物館･美術館部会での検討（案） 

（１）部会の開催 

令和２年４〜７月に３回程度を予定（具体的な日程については事務局で調整） 
 
（２）検討内容 

第１回 県立美術館の現状、過去の検討結果、他県の状況等を確認し、活性化 

に向けての課題を検討 
 

第２回 県立美術館活性化に向けた中･長期的な施策案を検討 
 

    第３回 第１・２回での検討をもとに、県立美術館の活性化に関する素案を 

取りまとめ 

 ※ 部会での検討経過については、適宜、生涯学習審議会（親会議）へ報告する。 

 

４ 生涯学習審議会での検討 

令和２年７月以降の審議会において、部会で作成した素案をもとに審議 
 

※ 審議会会場については、県立美術館も含めて検討する。 
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